
令和元年度公益財団法人竹歳敏夫奨学育英会事業報告 

 

期  日 

場  所 
事業名 内     容 

 

平成３１年 

４月１２日 

第1委員会室 

監査会 ・平成30年度収支決算状況監査について 

平成３１年 

４月１９日 

第１委員会室  

理事会 

・平成30年度事業報告及び収入支出決算の 

 承認について 

・平成31年度公益財団法人竹歳敏夫奨学育英会評

議員会の開催について 

令和元年 

５月１３日 

第１委員会室 

評議員会 

・平成３０年度事業報告及び収入支出決算の 

 承認について 

・理事の選任について 

令和元年 

５月１３日 

第1委員会室 

理事会 ・理事長及び常務理事の互選について 

令和２年 

３月２６日 

第1委員会室 

理事会 
・令和２年度事業計画（案）及び収入支出 

予算（案）の承認について 

 

 



（単位：円）

令和元年度 平成30年度 増減 説明

Ⅰ 一般正味財産増減の部

1 経常増減の部

(1) 経常収益

① 基本財産運用益 3,500 3,500 0

　 配当金収益 3,500 3,500 0 基本財産利息

② 雑収益 25 32 △ 7

雑収益 25 32 △ 7 運用会計利息

③ 指定正味財産からの振替額 0 67,168 △ 67,168

受取寄付金 0 67,168 △ 67,168 寄付金振替

経常収益計 3,525 70,700 △ 67,175

(2) 経常費用

① 事業費 0 70,000 △ 70,000

奨学金 0 70,000 △ 70,000 応募無

② 管理費 1,400 1,400 0

旅費 0 0 0

通信運搬費 0 0 0

消耗品費 0 0 0

手数料 1,400 1,400 0 証明手数料他

経常費用計 1,400 71,400 △ 70,000

当期経常増減計 2,125 △ 700 2,825

2 経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0

(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 2,125 △ 700 2,825 収支差引

一般正味財産期首残高 4,000 4,700 △ 700 前年度繰越金

一般正味財産期末残高 6,125 4,000 2,125 当年度末繰越金

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 △ 67,168 67,168

指定正味財産期首残高 10,255,755 10,322,923 △ 67,168

指定正味財産期末残高 10,255,755 10,255,755 0

Ⅲ 正味財産期末残高 10,261,880 10,259,755 2,125

　令和元年度公益財団法人竹歳敏夫奨学育英会事業及び収入支出決算の報告について

正 味 財 産 増 減 計 算 書
平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

科　　　目



（単位：円）

公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

Ⅰ 一般正味財産増減の部

1 経常増減の部

(1) 経常収益

① 基本財産運用益 2,625 875 0 3,500

　 配当金収益 2,625 875 0 3,500

② 雑収益 25 0 0 25

雑収益 25 0 0 25

③ 一般正味財産からの振替額 0 0 0 0

受取寄付金 0 0 0 0

経常収益計 2,650 875 0 3,525

(2) 経常費用

① 事業費 0 0 0 0

奨学金 0 0 0 0

② 管理費 0 1,400 0 1,400

旅費 0 0 0 0

通信運搬費 0 0 0 0

消耗品費 0 0 0 0

手数料 0 1,400 0 1,400

経常費用計 0 1,400 0 1,400

当期経常増減計 2,650 △ 525 0 2,125

2 経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0

(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 2,650 △ 525 0 2,125

一般正味財産期首残高 0 4,000 - 4,000

一般正味財産期末残高 2,650 3,475 - 6,125

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 10,255,755 - 10,255,755

指定正味財産期末残高 10,255,755 0 - 10,255,755

Ⅲ 正味財産期末残高 10,258,405 3,475 - 10,261,880

令和元年度　公益財団法人竹歳敏夫奨学育英会収入支出決算　関係

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

科　　　目

（法人移行関係情報） 
・財産運用益の配分については移行認定申請書、毎年度の事業報告に明記した方法に従うこととなる。 
 ※現在の数字は、事業費：管理費割合（７５：２５）で按分 
・配分方法は、事業構造の変化等の事情が無い限り、変更は認められない。 



（単位：円）
令和元年度 平成30年度 増減 説明

Ⅰ 資産の部
1 流動資産

現金預金 6,125 4,000 2,125 繰越金
流動資産合計 6,125 4,000 2,125

2 固定資産
(1) 基本財産

10,000,000 10,000,000 0 竹歳磐彦氏寄附

基本財産合計 10,000,000 10,000,000 0
(2) 特定資産

255,755 255,755 0 竹歳誠氏寄附
特定資産合計 255,755 255,755 0

(3) その他固定資産
その他固定資産合計 0 0 0
固定資産合計 10,255,755 10,255,755 0
資産合計 10,261,880 10,259,755 2,125

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

流動負債合計 0 0 0
2 固定負債

固定負債合計 0 0 0
負債合計 0 0 0

Ⅲ 正味財産の部
1 指定正味財産 10,255,755 10,255,755 0

寄附金 10,255,755 10,255,755 0
指定正味財産合計 10,255,755 10,255,755 0
（うち基本財産への充当額） (10,255,755) (10,255,755) (0) 
（うち特定資産への充当額） (0) (0) (0) 

2 一般正味財産 6,125 4,000 2,125
（うち基本財産への充当額） (0) (0) (0) 
（うち特定資産への充当額） (0) (0) (0) 
正味財産合計 10,261,880 10,259,755 2,125
負債及び正味財産合計 10,261,880 10,259,755 2,125

貸　借　対　照　表
令和２年３月３１日現在

科　　　目

定期預金（鳥取銀行）

定期預金（鳥取銀行）



１　継続事業の前提に関する注記

　該当無し

２　重要な会計方針

　（１）　有価証券の評価基準及び評価方法

　　①満期保有目的の債券・・・・償却原価法（定額法）によっている。

　　②満期保有目的の債券以外の有価証券・・・該当無し

　（２）　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　棚卸資産の保有無し

　（３）　固定資産の減価償却の方法
　　　　減価償却対象資産の保有なし

　（４）　引当金の計上基準

　　　　引当金の計上無し

　（５）　リース取引の処理方法

　　　　　資金の範囲には，現金・預金，未収金・未払い金，…・…及び…・…を含めている。　　　　リース取引無し

　（６）　消費税等の会計処理

　　　　税込方式による。

３　会計方針の変更

４　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は，次のとおりである。

　定期預金

　無し

５　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は，次のとおりである。

　定期預金

　無し

６　担保に供している資産

 　該当無し

７　固定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高（直接法により減価償却を行っている場合）

　　固定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高は，次のとおりである。　 該当無し

当期減少額 当期末残高

　定期預金 255,755 0 0 255,755

財務諸表に対する注記

 　該当無し

科目 前期末残高 当期増加額

10,255,755 0 0 10,255,755

基本財産

－ － －

10,000,000 0 0 10,000,000

10,255,755 0 0 10,255,755

特定資産

－

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対
応する額）

小計 － － － －

合計

　定期預金 255,755 0 0 0

科目

小計 10,255,755 0 0 0

基本財産

－ － －

10,000,000 0 0 0

10,255,755 0 0 0

特定資産 0

－

小計 － － － －

合計



８　債権の債権金額，貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高（貸倒引当金を直接控除

　した残高のみを記載した場合）

　該当無し

９　保証債務（保証債務を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

　該当無し

10　満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価格，時価及び評価損益

　該当無し

11　補助金等の内訳並びに交付者，当期の増減額及び残高

　該当無し

12　指定正味財産から一般財産への振替額の内訳

0 円

13　関係当事者との取引の内容

　該当無し

14　重要な後発事象

　該当無し

附属明細書

1　基本財産及び特定資産の明細

　財務諸表の注記に記載しているので省略する。

2　引当金の明細

　　財務諸表の注記に記載しているので省略する。



場所・物量等 使用目的等 金　　額

（流動資産）

現金預金
現金　現金手許有高
普通預金　鳥取銀行大
栄支店

事業運転資金 6,125

6,125

（固定資産）

基本財産 定期預金
鳥取銀行大栄支店 運用益を公益目的事業、管理費の財

源として使用（竹歳磐彦氏寄附） 10,000,000

（共用財産）
うち公益目的保有財産

7,500,000

うち公益目的事業に必要な収益事業等その他
の業務又は活動の用に供する財産 2,500,000

10,000,000

特定資産 定期預金
鳥取銀行大栄支店 寄附者の指定した使途に従い、奨学給付

事業に使用する資金（竹歳誠氏寄附） 255,755

255,755

10,255,755

10,261,880

（流動負債）

流動負債 0

0

0

0

10,261,880正味財産（⑤＋⑧）

①流動資産合計

②基本財産合計

財　　産　　目　　録

貸借対照表科目

⑧負債合計（⑥＋⑦）

④固定資産合計（②＋③）

⑤資　産　合　計（①＋④）

⑥流動負債合計

⑦固定負債合計

③特定資産合計

令和２年３月３１日(現在）






